
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年９月１６日発行 

広瀬中学校だより第５号 

文責：秦 美沙江 

https://www.city.yasugi.shimane.jp/gakkou/hirose

-jh/ 

ホームページもごらんください。 

伝える力を高めよう 

 これからの学校生活の中でみなさんに伸ばしていってほしい力は伝える力です。伝え 

るということは、自分の考えや気持ちを相手に届くように表現するということです。授

業中に発表したり、グループで話し合ったことを全体に伝えたり、学年集会や生徒集会

で意見を述べたりというように、学校には「伝える場面」がたくさんあります。「誰か

に何かを伝える」という行動は、学校だけでなく、みなさんが社会生活を送っていく過

程の実に多くの場面で求められるものです。「発表する、話し合う、答える」、「文章

を書く、発表資料を作る」など伝える形は様々です。それぞれのスキルを磨くこと、伝

えたい相手の反応を意識することに努め、一人ひとりの「伝える力」を高めてほしいと

思います。また、「伝える力」のスキルアップのためには、アナウンサーやレポーター

作家など、「伝えること」を職業にしている人たちをモデルにし、その技に触れること

も勧めます。 

「伝える」という行動の形は多様で、奥深いものがありますが、日々の授業や活動、体

育祭や音楽会といった行事などを通して「伝えること」を意識し、その力を磨いてくださ

い。みなさんの表現、パフォーマンスを楽しみにしています。 

  秋の彼岸が近づき、朝夕の気温も少しずつ下がってきました。通勤途中には彼岸花やコスモスな

ど秋の草花を見かけるようになりました。 

広瀬中学校では体育祭が終わり、生徒たちは気持ちを新たに日々の学習や活動に取り組んでい

ます。スポーツに読書に…それぞれの秋を満喫してほしいと思います。 

 

自由研究のまとめと発表 

 

～理科の授業での伝え合い～ 

 

１年：「わかりやすいレポートを作ろう」 

司書教諭とのコラボレーション授業 

３年生：「伝え方を工夫しよう」 

発表会とタブレットを使った 

相互評価 

 

「伝える力を高める」ために、授業の中で様々なアプローチをしています。 

 

～2 学期始業式の話より～ 

 

２年生：「聞き手にわかりやすく伝えよう」 

ポスターセッションによる発表会 

 

少年の主張 安来市大会 

 

～学校代表としての伝える姿～ 

  8 月 27 日、安来第一中学校で「少年の主張 安来市大会」が行われました。本校の代表生徒

2 名は、緊張を感じながらも時間いっぱい自分の主張を伝えました。 

  
大会結果（HP 上への名前の掲載は控えます。） 

 優秀賞： 演題「認め合う」 

 優良賞： 演題「幸せのハードル」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

体育祭 

 

玉入れとロープジャンプはリハーサルの得点が集計されました。 
（本番開始時刻の遅延による時間短縮のため） 

雨雲に阻まれ、体育館（３年）と特別
教室（１年・２年）をつないだ開会式と
ラジオ体操 

 

それいけ！レンタルマン 
３つのヒントを手掛かりに、制限時間

内に借り物を見つけられるか…。 
組のテントまで走って協力してもらった

り、借り物を手にするために校舎の方ま
で走ったりと、運動量の多い競技でした。 

学年リレー（１年生。） 
ビブスをつけているのは、ショート
コースを走る選手。各色の作戦
で、抜いたり抜かれたり、目が離
せないレースとなりました。 

なかよくロングロード 
男女ペアで、ボールをドリブルし

たりキャッチしたり、巧みに扱いなが
らゴールをめざしました。 
３年生ペアのスキルの高さに感

心しました。 

赤組 「気炎万丈」 青組 「青龍到来」 黄組 「竜騰虎闘」 

 不安定な天候が続いた 9 月 1 週目。リハーサルから本番まで、3 日をかけて走り切りました。 

一人一人の責任の大きさに、小学校の運動会との違いを感じた１年生。ハプニングさえ楽しみ、全力で

取り組んで３年生への感謝気持ちがあふれた２年生。全体を見ること、粘り強く取り組むことを繰り返し、

信頼・絆・協力の大切さを感じ取った３年生。本気を魅せた生徒たちの様子をお届けします。 

 

 

Jump, Fly, Finish Out！  ～今日は本気を魅せるとき～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年リレー（２年生） 
ショートコースで順位が変わる

たびに、応援にも熱が入りました。 
最初にゴールテープを切ったの
は、青組でした。 

ポール・デ・ディスタンス 
 ペアでポールをもち、左右の生徒が交互に軸にな
り、コーンを回りながら走っていきます。運命のくじ引き
で走る距離が決まります。 
 コーンの回り方に監察の目が厳しく光っていました。 

学年リレー（３年生） 
スタート前から１・２年生の声援

が響いていました。レースが始ま
ると、応援も一段とヒートアップし
ました。 

赤  組 
ミッキーマウスマーチで踊ったダンスに、 

「かわいい～♪」という声が飛び交いました。 

黄  組 
赤組、青組から手拍子をもらい、 
楽しく、軽快なダンスを披露しました。 

青  組 
ストーリー性の高いパフォーマンスを展開し、
会場全体を魅了しました。 

色別総合リレー 
2 日間の OFF 明け。決着のレー

スとなりました。アンカーの３人がゴ
ール後にグータッチをする姿が素
敵でした。 

パラパラ安来節 
復活したパラパラ安来節。 

3 年生が頑張ってリードして 
いました。 

閉会式 
 それぞれの結果をたたえ合って
拍手を送る姿が印象的でした。 
 

各組のスローガンに込めた思い、生徒の感想、成績等は、生徒会新聞「清流騎士」に掲載しています。 



 主な行事予定（１０月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月  

１日（金）新人大会壮行式 

５日（火）安来市新人大会（～ 6 日） 

8 日（金）音楽会強調週間（～21 日） 

テスト前部活動休止期間（～12 日） 

どんぐり会（比田小） 

1３日（水）中間テスト 

1５日（金）出雲地区駅伝（兼安来市中学校駅伝大会） 

17 日（日）2 年 PTA 活動 

18 日（月）教育実習（～11 月 5 日） 

22 日（金）校内音楽会（アルテピア） 

24 日（日）しまね数リンピック 

27 日（水）チャレンジテスト（数） 

 
 
島根県総合体育大会（7 月 22 日～24 日） 
〇剣道部：男子団体 1 回戦広瀬中２ー１鹿島中、2 回戦広瀬中０ー５出雲一中   

男子個人 祖田 1 回戦敗退、菊池 1 回戦敗退 

〇男子ソフトテニス部： 男子個人：山根・山崎ペア 1 回戦敗退、 男子団体：広瀬中１ー２斐川西中 

〇男子バレーボール部：広瀬中 0ー2 松江四中 

島根県吹奏楽コンクール（8 月 3 日） 
  〇吹奏楽部：中学校 Aの部 銀賞 
 
 

大会結果のお知らせ 

 

生徒会サミット 

 

サマーコンサート 

 

  8 月 19 日、安来市中学校生徒会サミットが安来一中で開かれました。市内 5 中学の生徒会

役員に加え、今年度は安来高校、情報科学高校からの参加もありました。サミットでは次の２つ

の課題について、学校ごとの発表やグループ内での協議を行いました。 

 課題１ ：「1 分間トーク」、「いいとこさがし」、「発言後の拍手」について、各校の取組紹介。 

 課題２ ：「良い学校とはどんな学校か」、「そのような学校にするために生徒会役員として何 

ができるか」ということについての話し合い。 

広瀬中学校から参加した３名は、協議でしっかり意見を伝えていました。学校に帰ると、「楽し

かった。」「高校生の話を聞いて視野が広がった。」「今後の活動の参考にしたい。」と感想を聞か

せてくれました。 

 

 

 8 月 29 日、広瀬中学校体育館で吹奏楽部サマーコンサートを開催しました。 

部員たちは、日ごろから吹奏楽部の活動を支えてくださっている家族、地域の皆様に感謝の気

持ちを届けようと、コンサートの準備をしてきました。 

当日は感染症対策を行った会場で、「明るく、楽しく、元気よく」演奏しました。第１部は吹奏

楽コンクールの課題曲と自由曲。そして１年生の演奏２曲でした。第２部では、演歌メドレーや２

０２０ベストヒット歌謡曲など、馴染みのある曲を演奏しました。曲にあわせて１年生がダンスを

披露したり、部員同士のインタビューを盛り込んだりするなど、とても素敵な手作りコンサートと

なりました。 

科学作品展、書写コンクール、読書感想文の 

受賞結果は次号でお知らせします。 


